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第２学年 道徳学習指導案
日 時 平成 17年９月７日 １校時
児 童 山形村立山形小学校 ２年教室

第２学年 男子４名 女子10名 計14名

授業者 柏 木 路 子 （長期研修生）

１ 主題名 生き物のことを考えて （自然愛・動植物愛護 ３－（1））

２ 資料名 りすとひまわり （文部省資料）

３ 主題設定の理由

（1） ねらいとする価値について
学習指導要領道徳の第２章、第１学年及び第２学年の内容の３「主として自然や崇高なものと

のかかわりに関すること」の（1）に「身近な自然に親しみ、動植物に優しい心で接する」とあ
る。３の視点は、自己を自然や美しいもの、崇高なものとのかかわりにおいてとらえ、人間とし

ての自覚を深めることに関するものであり、自然や動植物を愛し大切にする児童を育てようとす

る内容項目である。

低学年の児童にとって、「身近な」自然環境とは、特に動植物に焦点が当てられていると思わ

れる。これらに「親しみ、接する」ということは体験が重んじられているということであり、そ

の際の心のありようとして「優しい心」で親しみ、接することが大切であると考える。

昔から日本人は、自然に親しみ、自然と一体になりながら動植物を愛護し、豊かな情操を育て

てきた。しかし、地球全体の環境の悪化が懸念される現在、自然や動植物を愛し自然環境を大切

にしようとする態度は、私たちも、そして次の世代を担う児童等もぜひ身に付けなければならな

い大切な道徳的価値である。

（2） 児童について
この時期の児童は、動植物に強い興味と関心をもっている。身近な動物にすぐに触れてみたり、

きれいな花を見て摘んでみたり、実や種を大切に集めたりしている場面に出会うことも多い。し

かし、動植物をいたわろうとする心や態度というよりも自己中心的な接し方で、一時の気まぐれ

や思いつきで飼ったり育てたりすることが多い。自分が飽きてしまうと、動物が死にそうになっ

たり、植物が枯れそうになったりしていても気付かずにいる場合もある。また、対象学級の児童

は、自然豊かな環境の中で生活しているがゆえに、身の回りの自然の大切さをあたりまえと感じ

ていることが多い。このような実態は、動植物に優しい心で接することの大切さを理解できてい

るとは言い難い。

そこでこの時期の児童に、自然の中で遊んだり動植物に触れたりする機会を多く与えながら、

自らの体験をとおして、それらに優しい心で接しようとする気持ちを育てることは大切なことで

あると考える。

（3） 資料について
本資料は、りすが、元気のないひまわりの芽を工夫しながら一生懸命に育て、大きな花を咲か

せるまでの姿を描いたものである。りすが、元気のないひまわりの様子を見たり、その願いを聞

いたりして、ひまわりが何をしてほしいのかを察しながら育てていく姿を共感的に追っていくこ

とで、自然や動植物を大切にしようという心情を育てるのに適した資料である。

（4） 指導にあたって
導入では、学級で飼っている生き物と触れ合う活動を組み入れる。この活動により、自分なり

の生き物への思いを素直に表出させ、自分と生き物とのかかわり方について具体的なイメージを

もたせながら資料の範読を聞かせる。

展開では、ねらいとする価値を理解させるために、ひまわりの気持ちを考えながら世話をして

いるりすの行為のよさやひまわりへの思いを考えさせ、生き物の気持ちを考えて接することの大

切さを理解させる。

また、ねらいとする価値と自分とをかかわらせ、価値実現への意欲をもたせるために、自分が

世話をしている生き物の立場にたって気持ちを考えることで、自分のこれまでの生き物へのかか

わり方を振り返らせるとともに、自分の中にもある生き物に優しく接しようとする気持ちに気付

かせたい。
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４ ねらい 身近な自然や動植物に親しみをもち、優しい心で接しようとする気持ちを育てる。

５ 指導展開案（指導実践１）

段

階
＜学習活動と主な発問＞ ＜予想される児童の反応＞　 ＜指導上の留意点＞

導

入

１．ねらいとする価値や資料に対する興

味・関心をもつ。

○みんなの周りには、どんな生き物がい

ますか。

２．生活体験での思いを呼び起こす。

・学級で飼っている生き物を観察し、ま

たは直接触れながら、自分の生き物に

対する気持ちやかかわり方について考

える。  

３．価値を自分なりに感じる

・資料「ひまわりとりす」を聞いて感想

を発表し、話合いの方向性をつかむ。

・ハムスター

・クワガタ

・かわいいね。

・おなかはすいていないかな。

・この間、餌をあげるの忘れちゃった。

・水を飲んでるところがかわいいんだよ。

・りすは、えらいな。

・りすは、優しいな。

・ひまわりが元気になってよかったな。

・自分たちの身近にいる生き物を思い起

こさることで、ねらいとする価値や資

料に対する興味・関心をもたせる。

・生き物に対する素直な気持ちを表出さ

せる。

・生き物が苦手で触れられない児童も、　

観察して語りかけることで生き物との

交流ができるようにする。

・心に残ったことを話合う中で、話合い

の方向性をつかませる。

展

開

４．価値に対する様々な考え方を受け止

める。

・りすの行動や気持ちについて考える。

○木の陰でひょろひょろとしたひまわり

の芽を見たとき、りすはどんな気持ち

だったでしょう。

○毎日ひまわりの世話をしているりすは

どんな気持ちだったでしょう。

・役割演技を行い、りすの立場に立って

考える。

「りすさん、どうしてわたしのお世話を

してくれるの？」

「毎日お世話するのは大変でしょう。」

○大きな花が咲き、大好きな種をいっぱ

いもらったりすは、どんなことを考え

たでしょう。

５．よりよい生き方を目指そうと思いを

高める。　　

○みんなの飼っているハムスターは今、

どんな気持ちでいるでしょう。

・ひょろひょろで、かわいそう。

・ぼくが、かくしていたのを忘れていたん

だ。

・こんなところにいたら、寒いだろうね。

・お日さまにあててあげよう。

・お日さまにあてるだけじゃ、だめだったん

だね。

・だって、ひまわりさんは、自分で動けない

でしょう。

・ぼくが、世話しないと死んじゃう。

・ひまわりさんが喜んでくれるからうれしい

よ。

・毎年、ぼくの好きなひまわりの種をくれる

のに、死んじゃったらいやだよ。

・助けないとかわいそう。

・ずっと忘れていてごめんね。

・早く大きくなってね。

・元気になってよかったね。

・お世話を頑張ってよかったな。

・おいしい種をくれてありがとう。

・大切に食べるよ。

・残った分はまた土の中にうめておくよ。

・お掃除ありがとう。

・餌やりを忘れないでね。

・倒れそうなひまわりを何とか助けたい

と思う気持ちと、ひまわりの様子を見

て世話をしているりすの行為のよさに

目を向けられるようにする。　　

・ひまわりのことを考えて、りすがどん

な世話を行ったかをおさえる。

・ひまわりの気持ちに添う、世話をして

いるりすの行為のよさに気付かせる。　

・体験活動タイプⅠでの思いを手がかり

にしながら、毎日、世話をする大変さ

と愛情がわく気持ちに気付かせる。

・毎日、世話を続けたことでひまわりが

大きく成長した喜びと充実感をとらえ

させる。

・体験活動タイプⅠを手がかりに振り返

り活動を行い、自分の思いの中にある

大切にしたい心を確かめさせながら、　

よりよい生き方を目指そうという思い

をもたせる。

終

末

６．教師の話を聞く。 ・児童の日常の様子から事例を取り上げ、

実践意欲につながるようにする。　　
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６ 資料分析
資料名「りすとひまわり」 （文部省資料 ２年）

場 面 主人公の心の動き 子供の意識 ひまわりの心の動き 発 問

体験活動 ・ 小 さ く て 、 か わ い い
ね。
・ふわふわしているね。
・あったかいね。

資料を読み終えて ・りすは、優しいな。
・りすは、種をもらっ
てよかったね。
・ひまわりが、元気に
なってよかったね。
・毎日、世話するなん
て頑張りやだ。

木 の 陰 で 、 ひ ょ ろ ・ ど う し て 、 こ ん な ・ り す さ ん は 、 ひ ま わ ・ 私 の こ と 、 忘 れ ち ○木の陰でひょろ
ひ ょ ろ と 伸 び て い 寒 い と こ ろ に い る り の こ と を 忘 れ て い ゃったの？ ひょろとしたひ
る ひ ま わ り の 芽 に の？ たんだね。 ・ お 日 様 の あ た る と まわりの芽を見
出会う場面 ・ お 日 様 の あ た る と ・忘れちゃうことって、 ころに行きたいな。 たとき、りすは

こ ろ に 行 け ば い い よくあるよね。 どんな気持ちだ
のに。 ったでしょう。
・ 元 気 が な さ そ う だ
ね。かわいそう。
・ 忘 れ て い て ご め ん
ね。

不思議・心配

り ① お 日 様 の あ ・ こ れ で 、 寒 く な い ・ り す さ ん は 、 ひ ま わ ・ああ、あたたかく
す た る と こ ろ ね。 り の 気 持 ち が よ く わ て気持ちがいい。
が に 、 植 え か ・ 早 く 、 元 気 に な っ かってるね。 ・元気が出てきたぞ。
ひ える場面 てね。 ・ 助 け て あ げ て よ か っ ・ありがとう。
ま たね。
わ
り
の ② ぐ っ た り と ・ 毎 日 、 お 世 話 し に ・ 毎 日 、 お 世 話 す る の ・ あ あ 、 気 持 ち が い ○ 毎 日 、 ひ ま わ り
世 し て 倒 れ そ 来てあげるからね。 は 大 変 じ ゃ な い の か い。 の 世 話 を し て い
話 う な ひ ま わ ・ ひ ま わ り さ ん は 、 な。 ・ 毎 日 、 お 世 話 に 来 る り す は ど ん な
を り に 水 を や 動 け な い か ら 、 ぼ ・ ど う し て 、 毎 日 来 る て く れ て あ り が と 気 持 ち だ っ た で
す り 、 毎 日 世 く が 助 け て あ げ な ことに決めたのかな。 う。 しょう 。
る 話 し よ う と く ち ゃ 、 か わ い そ ・ り す さ ん は 、 ひ ま わ ・ り す さ ん が 、 毎 日
場 決める場面 う。 り に 早 く 元 気 に な っ 来 て く れ て う れ し （役割演技）
面 ・ 早 く 、 元 気 に な っ て欲しいんだね。 いな。

てね。 ・ 毎 日 来 て く れ て 、 ・なぜ、ひまわり
・ 早 く 、 大 き く な っ 申し訳ないな。 の世話を毎日続
てね。 けたのか。
・ 去 年 、 ひ ま わ り の
種 を も ら っ て う れ
し か っ た か ら 、 お
礼のつもりだよ。

③ 根 が 伸 び て ・ ず い ぶ ん 大 き く な ・ り す さ ん の お 世 話 が ・ な ん だ か と っ て も
窮 屈 に な っ ったね。 上 手 だ か ら 、 ど ん ど 窮屈だ。
た ひ ま わ り ・ こ れ じ ゃ あ 、 窮 屈 ん 大 き く な れ る ん だ ・ あ あ 、 気 持 ち が い
に 気 付 き 、 でかわいそうだ。 ね。 い。
植 え か え る ・ 植 え か え た ら 、 も ・ の び の び し て 、 ぐ
場面 っ と 大 き く な れ る ん ぐ ん 大 き く な れ

からね。 そうだぞ。

心配・愛着 ・ひまわりの気持ちに添った世話をしている。
・ひまわりの気持ちを聞いてあげたり、観察してあげ
たりしている。
・りすは、お世話係ではないのに、自分からやろうと
決めた。
・毎日、世話をするうちに、愛情がわいてきている。
・毎日、世話をする大変さもある。

大 好 き な 種 を た く ・ 元 気 に 育 っ て 、 よ ・ り す さ ん は 、 優 し い ・ り す さ ん の お か げ ○ 大 き な 花 が 咲 き
さ んも ら う場 面 かったね。 ね。 で 、 今 年 も 大 き な 大 好 き な 種 を い

・ お 世 話 を 頑 張 た か ・ り す さ ん も 、 ひ ま わ 花 を 咲 か せ る こ と っ ぱ い も ら っ た
いがあったな。 り も 二 人 と も よ か っ ができたぞ。 り す は 、 ど ん な
・ 大 好 き な 種 が も ら たね。 ・ り す さ ん 、 今 ま で こ と を 考 え た で
えてうれしいな。 ありがとう。 しょう。
・ 種 を く れ て あ り が ・ り す さ ん が 、 喜 ん
とう。 でくれてうれしい。

自然愛・動植物愛護 ・もらった種は、全部、食べるだろうか。

振り返り ・ 生 き も の に 優 し く し
よう。
・生きものの気持ちを
考えないといけない。




